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製 品 安 全 デ ー タ シ ー ト

1 製品及び会社情報

製品名      ス ピンドル油

会社名     山 文油化株式会社

住所      〒 564-0,34 大阪府吹Eg市西御旅町 77

担当部門    映 田工場 品 質保FdTグルーブ

作成者     神 野 一 郎

電話番号    06-3381-400】    FAX番 号  96-638卜 4005

整理者号         D2-20B

継奨用途及び使用上の制限

2 危 険有需性の夢れ

_GHS分 類

物理化学的危険性

潤滑油

可燃性/引 火性ガス

可燃性/引 火性17アー)

王撚性/酸 化性ガス

高圧ガス

引火性液体

可燃性団体

自己反応性化学品

自然彙火性披体

自然鼻火性問体

自己発熱性化学品

水反応可燃性化学品

酸化性液体

酸化仕目体

有機過酸化物

金属腐食性物質

分類対象外

分規対祭外

分類対象外

分類対象外

区分外

分類対象外

分類対象外

分類対象外

分揮対察外

分部対象外

分類対最外

分類対崇外

分類対象タト

分類対象外

分類対象外
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健康に対する有害性

特定標的臓器/全 身毒性

(単回暴鶴)

特定標的綾器/全 身暮性

(反侵暴解)

吸引性呼吸器有害佳

媒墳に対する有督性

GHSラベルの要素

絵表示又はシンドル

急性毒性  (経 El)

急性毒性  (継 度)

急性善壮  (吸 入 :気体)

患性毒性  (経 皮 モ斉気)

急性毒性 (吸入 :粉塵、ヽスト)

皮購麿食性/刺 機性

眼に対する重馬な損傷/r鵬 性

呼吸器感作性

皮膚感作性

生殖細胞変築原性

発がん性

生宛毒性

授乳に対する影響

区分2

区分 I

区分 1

水生環境急性有害性

水生環境慢性有害性

区分外

ほ分外

分類できない

分類できない

区分1

区分 3

区分2B

分類てきない

区分外

区分 Z   ―

区分外

分類できない

分類できない

分類できない

分類できない

rI意喚起講
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危険有害催情報 :

吸入すると官害   ↓ 程度の皮時刺激    眼 刺激

選伝性疾患のおそれの疑いく作用を受ける臓器 (姉)>の 障害のおそれ

長期または反復暴露によりく作用を受ける隅器 (肺、皮膚)ン の陣害

飲み込んで気道に侵入すると生命に危険のおそれ

注意毒キ:

,粉塵/煙/カス/ニスト/語気/烹プじ"の 吸入を選けること。

暴露した時、または気分が悪い時|ま、医師rt連絡すること。

暴露または黒露の懸念がある場合、医師の診断/手当てを受けること。

31組 成、成分情報

単一製品、渥合物のと分     '単 一製品

化学名又は一般名         潤 滑油 (石油系炭化水業)

成分及ぴ含有豊          石 油系炭化水素 (鉱満) 100質 量n/d

詳細は営業機督であり非公FTR。

化学時使 (イヒ学式)        特 定できない。

官報公示整理番号 (化害法,労働安全衛生法)

構成物質は全て既存イヒ宇物質であるポ、器号は営業秘密であり非公開。

危険有害成分

十ヒ学物質官弾促達法      非 該当

労働安全厳生法        鉱 油 (第37条 2 通 知対黎物 峡 令番号 第 lS3号 )

毒物翻物取締法        非 該当

4 応 急措置

吸入した場合 :

新鮮な空気の場所に移動させ、身体を毛布などで校い、保温して安諦を保つ。

必要に応じて医師の診断を受ける。 (文献 1)

皮膚に付着した場合

汚発された衣服 靴 などを遼やかに脱き、ヨ最の水または微温湯と石鹸で、

村密した部分を洗い流す―加熱状態の製品が融れた場合は、洗浄した後に

火傷に対する措置を行わなければならない。また、本定、痛みなどの症状

がでた場合には、必要に応じて医師の診断を宝ける。
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目に入った場合

清浄な水で十分に目を洗浄した後、臨ちにBR科底の誇断を受ける。

洗浄の降、まさんを指でよく開いて、眼球、まホたのすみずみまで水がよく

行きわたるように洗棒する。コンタクトLン ズを使用している場合は、聞き

tフていないかまり、取り除いて洗浄を統ける。

飲う込んだ場合

無理に吐かせないで、直ちに医師の診断を受ける。無理に吐かせるとかえって

肺への映引等の危険が増す。 日 の叫1が汚染さ1■ている場合には、本で充分に

洗浄する。 (文献 2)

最も重要と徴候及び症状に関する簡課な情報

.飲み込むと下痢、嘔吐する可能性がある。

!目に入ると炎症を起こす可能性がある。

皮崎に触れると炎症を起こす可能性がある。

ミスト,系気を吸入すると丸分が悪くなることがある。

5 火 笠時の措置

裕火剤 ・

使っててまならない消火剤

特定の消大方法

拍火を行う者の保護

粉ネ消火藁剤、泡消火薬剤、二酸化炭系、露状の強化蔽などが

有効である。

冷却の目的で霧状水は用いてもよいが、消火に棒状水を用いてtよ

ならない。火災を械大して危険な場合がある。

消火作業は、可能な限り風上から行う。

火災発生場所の周切に関係者以'卜の立ち入りを禁止する7

火元への林焼源を断ち、地切を消火剤を使用して消火する。

初期の火災の降には、紛末消火棄剤、二酸化炭素消火器を用いる。

大規模火災の降には、泡消火案剤を用いて空気を述Frすることが

有効である。江水は火災を拡大して危険な場合がある,

消火の際には、風上から行い必ず保護具を精用する.

継駐又は高温によう有毒など又 て一酸化炭素等)か 生`成する

可能性があるので、呼吸用保護具を着Flする。
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漏出時の惜震

人体に対する注意事項

環境に対する注意事項 :

除去方法 :
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除去作業の際には必ず適切な保護具を着用する。

大量の揚合、掃出に′た場所の周辺にLJ~ブ を張るなどして、

関係者以タトの立ち八りを算止する。

前出して製品が河川 下 水道等に,F常され、環境へ影響を起こさな

いように注意する。

洞出源を遮断し、漏れを止める。少量の場合には土砂、ウェス等で

吸者させて空寄器に回収し、その後を完とにウエス寄マ拭き取る。

大量の場合には、漏洩した強を上妙などでその抗れを止め、安全な

場所に導いた後、出来るだけ空寄器に回収し、河川 下 水道等に排

出されない様にこ意する。,毎上の場合には、すイルフェンスを展開

し拡散を防止し、吸警マット等でBrKぃ取る。薬剤を用いる場合にな

国土交通省令で
‐
tめ る技術上の基準に追合したものでなければなら

ない。

事故2rJ永然及び拡大防11を図る目的で、速やかに関係lt4関に通報す

る。周囲の青火源となるものを達やかに取り除き、言火した場合に

備えて、消火用器|オを準備するとこぼれた場所はすぺりやすいたわ

に注意するマ

取級には適切な保護具を必す看用し直接の携触を避ける。容器から

取り出す時にはポンプ等を使用すること。組官を開いて日で吸い上

げるようなこと (サィホン〕↓すしてはならない。また、日の中に入

れたり、飲んだりしてはならない。

人気注意。失、火花又は高温体との接触を避ける。静電気対策を行

い、作業者、縦等も導電機のものを使用する。製品が残存している

機械設備等をは理又は加工する場合は、宮全を場所にないて製品を

完全に昧去してから行う。電気機器類は防燥型 (安全構造)の もの

を用いる。

常温で取扱うものとし、その際、水分、きょう雄物の提入に注意す

る。また、取fRの郎度容器を必ず密栓する。油の振き取り部位が熱

い時の油の抜き取りは、火傷の危険があるため、油の振き取り部位

が冷めてから油を抜き取ること。

指定数量以上の出を取扱う場合には、消防法で定められた基準に満

足する製造所、貯蔵所、取被所で行う。官閉された撲置、機器又は

局所俳気装置を使用する。製品よう発生する慕気は空気よう堕く滞

留しやすいので、みだ,に案気を発散させたいとともに作業場所の

換気を十分(こ行う。

二次災害の防止法 :

取扱い決び保智上のを恵

取扱い
｀

技術的対煮

取扱者の暴岳指、

火災 ・爆発の防止

その他の注意

注意事項
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安全取扱ぃ注意事項 炎 、火推又は高濃体との撃取を殴ける。静電気対策を行い、作業服、

靴等も導電性のものを使用する。電気機器類は防繰型 (安全構造)の

ものを用いる。空容器に圧力をおヽけてはならない.圧 力をかけると亜

裂することh trある。容器rま溶接、加熱、穴あけまたな切断してはなら

ない。爆発を件って残留物が発火することがある。

適切な保管彙件 直射自光を遥け、榛気の良い場所に保管する。保管の降には危機物の

表示を行う。熱、スバークt火
/Aj及び瀞電気首種を球けるとともに、

みだりに蒸気を発生させない。保管場所て使用する電気器具は防爆構

造とし、器具類は接地する。ハロタン揺、地酸擬、アルカリ類、酸化

性物買との接触並びに同
一
場所tの 保管を選ける。

「危険物の規制に関する規則別表第 3の 2」 に該当する容器を使用す

る,答 器は、 「危険物の規制に関する技術上の基準の細目を定める告

示第 68隼 の島」に定める容幕線 裏撃に適台していることを自主的

に確認すること。

安全な容需包装材料

8 暴露防止及び保護措置

設備対策

許容濃度

管理濃度

許容揮度

保護巣

呼吸器の保護具

手の保護具

目の保護具

皮膚及び身体の保護員

iス ト 終 気が発生する場合は発生源の雷開化、又は緋気装置を設'

る。取扱t 場ヽ所の近辺に、洗銀及び身体洗浄のれの設備を般ける。

規定ない (作某環境評価基隼 f労働省告示第 26号 、

平成7年 3月 27日 )

日本産業衛生学会 (2001年 度版)

時間荷室平均

TWA 3 ng/mユ (鉱油ミストとして)(文 献 3)

ACGHl (2004年 度版)

時間荷重平均

「WA 3 mg/m。 (飯油 Rス トとして)(文 献 4)

ミスト 薫 気が発生する場合、必要に応じて防毒マスク (有善才ス用

)を 督用する。留聞された場所では、送気マスクを肴用すそla

耐油性 く不検透性)保 護手壊を看用する。

飛赤が飛本場合にtま、普通型曝策を着用する。

耐漱性の最袖作業衣、安全靴を言用する。輝れたま服rま脱ぎ、完全に

清浄にしてから再使用する。
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通切な荷生対策      作 業中は飲食、喫煙をしない。休憩場所には、手洗い、洗娘宰の設備

を設け、取扱い後t岳手、顔等をよく洗う。また、休憩場所には、手袋

等の汚楽された保護具を持ち込んではならない。

9 物 理的及び化学的性質

物理的状態

形状        液 体

淡黄色

具い         催 かな具気

pB         該 当しない。

物理的状基が変化する特定の温度

沸点         200モ 以上 (初留点)

融点         -28 0モ (流動点)

引火点         100t以 上 tC OC)

爆発特性

爆発限界       下 限 [1容 量% 上 限 :7容 量%(雑 定値)

密度          0 888/t耐
ユ (15t)

溶解性         水 に対する溶解雇 子不溶

19 安 定性及び反応性

安定性         常 温 常 圧で安定。

反応性         3主 酸化剤と援触すると反応する可能性がある。

避tするべき条件     礎 酸化斉1この楼機を越ける。

危険有害な分解生成物  燃 焼等によリ
ー
酸化炭皐等が発生する可能性がある。

11 有 害性情報

急桂毒性

無お         経 ロ ラ ット LD59 5=′ k【以上 (推定値)

局所効黒        皮 膚や目、粘摩に対し、長期又は緑り返し接触する場合には

刺激性がある忍れがある。

感作性         現 在のところ有用な情報なし。

慢性毒性 長 期謹性   現 在のところ有用な情報なしb

業がん性

鉱油         OSHAで は、 「本製品に使用している鉱油tよ、高度結製鉱油であり

 `       IARCで はグルーブ3に分類 (ヒトに対して発がん性について分類

できない)ど とET価されている (文献 5).FUで は、 「本製品に使



変異原性

催奇形性

生殖善性

その他

12 環 境影響情報

移動lt

残留性/分解性

生体蓄積性

住態轟性

13 廃 藻上の注意

残余廃義物
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用している鉱油は、発がん性物質としての分類は適用される必要ない」

と評価されている (文献 6)。

現在のところ有局な情報なL.

現在のところ有用な情報なし。

lFT在のところ有用な情報なしa

飲むとT痢 、嘔吐する恐れちtある。皮府に触れるとンヽ定を起こす恐れ

がある。目に入ると究狂を起こす恐れがある。 こスト 無 気を吸入す

ると気分が悪くなることがあると

物理化学的性質から見て、大気、水系、土嬢環境に移動しうる.

現在のところ石用な情報なし,

現在のところ有用な情報なし。

現在のところ有用な情報なし。

事業者は残余廃菜物を自ら処理するおヌ1ま知事等の許可を受けた産業

虎案物処
tlg業
者もしくは地方公共団体がその処理を行っている端合に

は、モこに安託して処理する。撃宗廃葉物tま産業廃素物として 「慶棄

物の処理及び清掃に関する法律Jで 規制されているので、そのまま埋

め立てたり、投票してはならない。

内容物を完全に除去した後に残宗廃葉物と同様に産業廃業物として処

理する。

安全な場所で、かつ、燃焼又は爆発によって他に危答叉は損害を及ば

するれのない方法で行うとともに、見張り人をつける。その燃えがら

については、 「産業物の処理及び清掃に関する法律施行令Jに 定めら

れた基準以下であることを確認しなtすれはならない。

国連の定義による危険物に該当しない。

国連の定義による危険物に該当しない。

「危険物の規制に関する規則1別表第 3の 2」に該当する容密を使用す

る。」容器は、 「危験物の規制に関する技術上の基準の細日を定める

告示弾 68条 t/251に定いる容器試験茎幕に適合していることを自主

汚染苓器 `包装

焼却する場合

14 輸 堪上の注意

国連分類

国連音号

国内規制

陛上輸送

答替
｀
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的に確認すること。

容秘表示      一  第 二石油類、危険等級‖、潤滑油

■ (製 量)

三 火 気廠算

横殺方法      容 審が著しく暉幣または動揺を起こきないように通ltllする。指定数量

以上の危除物を軍舗で運搬する場合は、総務省令で定めるとこるによ

り、当該車輌に標識を掲げる。またこの場合、当該危険物に該当する

消火設備を情える。選搬時の積み置ね高さは31n以下とする。第
一
部

及ぴ弟六挿の危陥物及び高圧ガスとを提設Lな い。

道路法       追 路法における危険物に務当しない。

海上輸送      船 的費全法における危険物に該当しない。

航空輸送      航 空法における危険物に骸当しない。

輸送の特定の安全対表及び条件

輸送前に容酵の破損、隠食、漏れのないことを確かめる。転倒、落下、

損傷のないように構み込み、市崩れ防止を確実に行う白容器が著しく

摩擦又は駒揺を起こさないように運縦するョ該当法規に従い、包装、

答器、表/T、輸送を行う。本製品は、引火性液体なので 「人気厳祭J.

15 適 用法令

消防法     (   危 険物第四類第二石油輝

化学物質管理促進法  非 該当

労働安全衛生法    通 畑対象物質

書物 翻ヽ物取締法   非 該当

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

産業廃案物

水賀汚海防止法    油 分将卜出規制

ノルマルヽキサン撫自分として旗出される。

海洋汚染防止法    油 分排出規制

下水適法       鉱 油類排出規制

遣路法        危 険物に該当しない。

船aB安全法、危険物伸船運送及びRf蔵規制

危険物に該当しない。

航空法        危 険物に議当しない。
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16 モ の他の情報

本品を輸出する際の注意事項

本品の輸出可香については鱗社へわ問い合わせ下さい。

gl用文献

l  ANSi Z 129 1-1994 AM● ric8コNational Standarむs lnstitutc t掴 縄ほ協合)

2  せて見|1岳l ill岳 (闘 文廿)

3 計擦脚胡言(2001)蘇欝冊推 E諭蝉舘

4   11「esholds linltt valucs Fer ごhむnicュl substantes an3 ,hysit31 3gents とnd bi。19-

gicti cx,osure lidtc,s,ACCIH(2004)

5   1ARC l10OヽGRAP‖S ON ↑HE EVAL」AT10N OF T‖, CARClド86SNlC RIS【 OF CHEhlICALS TO 出U―

MANS VOはUME 33

S E麟 舗 略7543/EEC」DHE昔1 隅 嚇 ,ス拘

7 姉 健7'ルート鎌8樹(輸ほ)(B対じ環股)

記載内容の取扱い

記裁内容は現時点で入手できる資料、情報、データに基づいて作成しておりますが、台有

氏、物理化掌的性質、危険 有 害性に関してはいかなる保証をなすものではありません。

また、法令の改正及び新しい知見に基づいて改:Tされることがあります。本製品安全デー

タシートtよ、本製品の通常め軟披いを対象とし、安全な取扱いを確保するための参考倍親

として、駅扱う奪業者に提供されるものです。取扱う事業者は、これを会考として、自ら

の責任tとおいて、偶々の取扱い等の実態に応じた適切な/r_置を強することが必要であるこ

とを理解した上で、活用されるようお願いします。

〒6392127秦員県目城市新町253‐1

盤三業ョ‐ポレーション
グリーンエ、ス事業部

TEL O,45-62-13氏 ?
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